


3　　小嶋一浩

論
理
・
思
想
だ
け
が
空
間
の
構
想
を
支
え
て
く
れ
る
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小
嶋
一
浩

都
市
・
建
築
は
、
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
い
、
意
味
を
持
ち
、
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。

都
市
・
建
築
が
生
み
出
す
「
空
間
」
は
、
必
要
性
だ
け
で
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
生
じ
る
と
同
時

に
、
望
む
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
制
度
と
し
て
発
動
し
、
世
界
・
社
会
に
作
用
し
始
め
る
。
だ
か
ら
、「
空

間
」
の
生
成
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
建
築
家
は
、
そ
の
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
言
い
方
を
変
え

れ
ば
、
自
覚
的
で
あ
る
こ
と
で
、「
空
間
」
の
可
能
性
を
そ
の
都
度
の
状
況
の
中
で
最
大
化
す
る
こ
と
も
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
建
築
家
と
し
て
自
身
の
建
築
の
方
向
性
・
思
想
性
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
は
、

建
築
が
置
か
れ
て
い
る
歴
史
的
・
社
会
的
・
都
市
的
背
景
を
学
び
な
が
ら
、
空
間
を
論
理
的
に
思
考
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
で
は
、
論
理
的
に
思
考
す
る
と
い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
い
か
に
し
て
可
能
か
？

本
を
読
み
ま
く
る
、
と
い
う
の
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
有
効
な
方
法
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
で
き
れ
ば
読
み

取
っ
た
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
今
日
的
な
問
題
を
俎そ

じ
ょ
う上
に
載
せ
て
議
論
し
た
い
。
議
論
す
る
こ
と
で
、
思
考
の
精

度
と
距
離
を
測
定
し
た
い
。

読
む
べ
き
本
＝
古
典
は
、
た
い
し
て
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
な
い
。
ア
ル
ド
・
ロ
ッ
シ
『
都

市
の
建
築
』
は
、
私
が
大
学
院
の
修
士
の
頃
『O

PPO
SITIO

N
S

』
誌
に
英
訳
が
掲
載
さ
れ
て
、
そ
れ
の
コ

ピ
ー
で
読
書
会
を
や
っ
て
い
た
。
先
行
す
る
バ
イ
ブ
ル
、
コ
ー
リ
ン
・
ロ
ウ
『
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
シ
テ
ィ
』
も
、

和
訳
は
ま
だ
な
く
、
研
究
室
に
あ
っ
た
原
著（
立
派
な
ハ
ー
ド
カ
バ
ー
本
）を
英
語
で
読
ん
だ
。
そ
う
し
た

はじめに
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個
人
的
な
事
柄
の
一
方
で
、
大
学
院
の
恩
師
、
原
広
司
は
、
と
り
わ
け
言
語
を
大
切
に
す
る
人
だ
っ
た
の
で
、

学
生
時
代
に
一
緒
に
や
っ
た
コ
ン
ペ
な
ど
を
通
し
て
、
提
案
を
端
的
に
言
語
化
す
る
こ
と
や
、
余
計
な
も
の

を
そ
ぎ
落
と
し
て
案
を
強
く
し
て
い
く
こ
と
を
体
験
し
続
け
た
。

本
書
も
ま
た
、
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
で
あ
る
。
出
版
と
い
う
か
た
ち
を
と

る
こ
と
に
も
、
も
ち
ろ
ん
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
の
た
め
の
仕
込
み
を
し
、
実
際
に
議
論
を

行
な
っ
た
そ
の
記
録
を
、
も
う
一
度
文
字
に
し
て
推
敲
し
、
吟
味
す
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
成

果
で
あ
る
こ
の
書
籍
に
は
、
凝
縮
さ
れ
た
果
実
の
よ
う
な
滋
養
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
態
度
は
、
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
／
建
築
都
市
ス
ク
ー
ル
Y
‐
G
S
A
小
嶋
ス
タ
ジ
オ
の
こ

れ
ま
で
の
「
再
読
」
課
題
に
も
通
じ
て
い
る
。
再
読
対
象
と
な
る
空
間
を
訪
れ
て
体
験
し
、
五
〇
分
の
一
の

巨
大
模
型
で
再
現
し
、
読
み
こ
な
す
こ
と
か
ら
始
め
て
、
そ
れ
を
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
建
築
と
し
て
翻
訳
し

て
捉
え
、
新
た
な
空
間
を
設
計
す
る
こ
と
。

本
書
は
、
Y
‐
G
S
A
主
催
で
行
な
わ
れ
た
「
横
浜
建
築
都
市
学
」
で
の
対
談
・
レ
ク
チ
ャ
ー
を
ベ
ー
ス
に

構
成
さ
れ
て
い
る
。「
横
浜
建
築
都
市
学
」
は
、
毎
年
異
な
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
実
施
し
て
い
る
。
そ
れ
が

可
能
な
の
は
、
四
人
の
建
築
家（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
）と
は
別
に
プ
ロ
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を

も
専
任
教
員
と
し
て
メ
ン
バ
ー
に
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
建
築
家
だ
け
で
毎
年
こ
ん
な
企
画
を
持
続
で
き
る
わ

け
が
な
い
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
Y
‐
G
S
A
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
設
計
と
論
理
の
両
方
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
建
築
を
つ
く
る
こ
と
は
、
未
来
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
Y
‐
G
S
A

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
実
行
す
る
に
は
、
感
覚
だ
け
で
は
な
く
、
か
よ
う
に
論
理
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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5　　寺田真理子

歴
史
を
遡
っ
た
批
評
の
先
に
建
築
や
都
市
の
「
未
来
」
が
あ
る
 │
│
│
│
│

寺
田
真
理
子

　建
築
の
概
念
、
建
築
家
の
職
能
を
新
た
に
捉
え
直
す
動
き

日
本
で
は
こ
こ
数
年
、
コ
モ
ン
ズ
の
概
念
、
つ
ま
り
他
者
と
「
共
有
す
る
」
こ
と
に
新
し
い
価
値
を
据
え

た
建
築
へ
の
取
り
組
み
が
増
え
て
き
て
い
る
。
今
で
は
地
域
の
資リ

ソ
ー
ス源

を
共
有
／
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
で
、
街
に

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
建
築
の
あ
り
方
、
空
間
の
使
い
方
を
提
示
す
る
建
築
家
も
少
な
く
な
い
。
Y
‐

G
S
A
で
も
「C

reative N
eighborhoods

」
と
い
う
次
世
代
の
居
住
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
継
続
的
に
「
コ
モ
ン
ズ
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
を
進
め
て
お
り
、
さ
ら
に
ス
イ
ス
連
邦
工
科
大
学
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
校（
E
T
H
Z
）と
「Spaces of C

om
m

oning

」（
人
々
が
時
間
、
活
動
、
知
識
、
モ
ノ
と
い
っ
た

資
源
を
共
有
し
、
関
係
性
を
育
ん
で
い
く
場
）の
共
同
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
。

今
こ
こ
で
、
私
た
ち
は
都
市
に
お
け
る
建
築
家
の
役
割
や
意
義
、
そ
し
て
都
市
・
建
築
の
概
念
を
歴
史
的

文
脈
の
中
で
あ
ら
た
め
て
位
置
づ
け
、
定
義
し
直
す
必
要
が
あ
る
。
Y
‐
G
S
A
で
は
、
こ
の
大
き
な
課
題

に
対
し
て
多
層
的
な
議
論
を
す
べ
く
、
二
〇
一
五
年
度
の
「
横
浜
建
築
都
市
学
」
と
い
う
授
業
に
お
い
て
、

本
書
の
ベ
ー
ス
で
あ
る
「
二
〇
世
紀
の
思
想
か
ら
考
え
る
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
・
建
築
」
の
オ
ム
ニ
バ
ス･

レ
ク
チ
ャ
ー
を
企
画
し
た
。
二
〇
世
紀
を
代
表
す
る
六
人
の
思
想
家
、
建
築
家
に
焦
点
を
当
て
、
欧
米
か
ら

生
ま
れ
た
都
市
・
建
築
の
理
論
を
若
手
論
客
と
と
も
に
今
日
的
に
読
み
解
き
、
日
本
に
お
け
る
「
こ
れ
か
ら

の
新
し
い
建
築
・
都
市
」
は
ど
こ
に
向
か
う
べ
き
な
の
か
を
議
論
し
た
い
と
考
え
た
。
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　二
〇
世
紀
の
問
題
意
識
と
現
代
の
問
題
意
識
の
共
通
点

こ
の
思
想
家
、
建
築
家
た
ち
の
論
点
は
、
Y
‐
G
S
A
で
こ
れ
ま
で
議
論
し
て
き
た
近
代
の
建
築
・
都
市

の
あ
り
方
、
つ
ま
り
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
を
問
い
直
す
問
題
意
識
と
重
な
っ
て
い
る
。
今
、
あ
ら
た
め
て
建
築

の
概
念
が
問
わ
れ
る
中
、
ア
ジ
ア
や
日
本
に
お
け
る
地
域
固
有
の
歴
史
的
、
文
化
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら

都
市
を
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
し
更
新
す
る
こ
と
は
可
能
か
。
ま
た
、
い
か
に
都
市
・
文
化
と
し
て
の
新
し
い
価

値
を
創
造
し
、
人
々
が
都
市
に
対
す
る
共
同
性
を
持
ち
う
る
か
と
い
っ
た
重
要
な
課
題
に
対
し
て
、
コ
ー
リ

ン
・
ロ
ウ
の
『
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
シ
テ
ィ
』
と
ケ
ネ
ス
・
フ
ラ
ン
プ
ト
ン
の
「
批
判
的
地
域
主
義
」
か
ら
議
論

し
た
い
と
考
え
た
。
さ
ら
に
ア
ル
ド
・
ロ
ッ
シ
の
『
都
市
の
建
築
』
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
で
は
な
く
、
日

本
の
都
市
の
文
脈
に
根
ざ
す
建
築
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
の
可
能
性
を
議
論
し
、
考
え
た
か
っ
た
。
ま
た
現
代
社
会

に
お
い
て
、
人
々
が
な
ん
ら
か
の
資リ

ソ
ー
ス源
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
育
む
関
係
性
に
つ
い
て
、
ア
ン
リ
・
ル

フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
「
日
常
生
活
批
判
」
や
『
空
間
の
生
産
』
か
ら
、
さ
ら
に
環
境
を
認
識
す
る
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム

の
共
有
で
、
誰
も
が
参
加
可
能
な
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
問
う
べ
く
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ア
レ
グ
ザ

ン
ダ
ー
の
『
パ
タ
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
』
や
『
形
の
合
成
に
関
す
る
ノ
ー
ト
／
都
市
は
ツ
リ
ー
で
は
な
い
』
か

ら
考
え
た
い
と
思
っ
た
。
こ
の
オ
ム
ニ
バ
ス
・
レ
ク
チ
ャ
ー
の
ト
リ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
経
済
が
生

み
出
し
た
都
市
の
変
容
を
直
視
し
た
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
の
都
市
研
究
、
そ
し
て
二
〇
一
四
年
の
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
国
際
建
築
展
で
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
「
建
築
の
近
代
化
」
の
検
証
を
行
な

い
、
近
現
代
の
重
要
な
課
題
を
批
評
的
に
取
り
上
げ
て
き
た
レ
ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
に
し
た
い
と
考
え
た
。
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7　　寺田真理子

六
名
の
思
想
家
、
建
築
家
た
ち
の
「
思
想
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
そ
こ
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の

建
築
・
都
市
」
を
考
え
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
こ
と
。
ま
た
今
回
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
主
役
は
、
そ
の

思
想
を
解
題
す
る
ゲ
ス
ト
の
講
演
者
五
名
で
あ
っ
て
、
思
想
家
た
ち
で
は
な
い
。
そ
し
て
各
回
の
テ
ー
マ
は
、

思
想
家
、
建
築
家
た
ち
の
思
想
の
現
代
性
を
問
う
べ
く
設
定
さ
れ
た
大
切
な
主
題
だ
。

　社
会
と
建
築
の
新
し
い
枠
組
み
を
実
践
・
研
究
す
る
若
手
論
客
た
ち

今
回
、
こ
の
議
論
を
組
み
立
て
る
に
あ
た
り
特
に
重
要
だ
と
考
え
た
の
は
、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
五
人
の
若

手
論
客
た
ち
を
配
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
彼
ら
に
期
待
し
た
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
建
築
家
、
理
論

家
と
し
て
、
彼
ら
の
世
代
が
二
〇
世
紀
の
都
市
・
建
築
の
理
論
や
思
想
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
や
生
活
に
接
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
い
を
踏
ま
え
た
議
論
の
進
行
で
あ
る
。
同
時
に
彼

ら
に
は
、
学
生
た
ち
と
ゲ
ス
ト
講
演
者
と
の
間
を
ブ
リ
ッ
ジ
し
、
学
生
た
ち
の
理
解
を
深
め
て
ほ
し
か
っ
た
。

五
人
の
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を
選
ん
だ
理
由
に
は
、
彼
ら
の
活
動
・
研
究
に
お
け
る
建
築
と
都
市
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
あ
る
。
建
築
史
と
い
う
立
場
か
ら
二
〇
世
紀
の
建
築
理
論
を
研
究
し
、
ま
た
中
国
建
築
に
関
し
て
批
判

的
地
域
主
義
の
視
点
か
ら
批
評
す
る
市
川
紘
司
。
ま
た
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
の
パ
タ
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
の
シ
ス
テ

ム
を
応
用
し
、
社
会
資
源
と
し
て
の
木
造
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
有
効
な
改
修
方
法
を
「
レ
シ
ピ
」
と
し
て
言
語

化
し
実
践
す
る
連
勇
太
朗
。「
建
築
の
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
」
を
見
据
え
つ
つ
、
都
市
に
お
け
る
建
築
の
あ
り
方
を

コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
分
析
し
、
人
々
の
空
間
の
使
い
方
に
つ
い
て
研
究
し
実
践
す
る
山
道
拓
人
。
ま
た
ア
ン

リ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
思
想
か
ら
出
発
し
て
、
現
在
は
社
会
学
の
立
場
か
ら
都
市
と
建
築
を
研
究
す
る
南
後
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由
和
。
ま
た
、
長
く
レ
ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
の
研
究
を
続
け
、
二
〇
一
五
年
末
に
ロ
ベ
ル
ト
・
ガ
ル
ジ
ャ
ー
ニ

に
よ
る
『
レ
ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
｜
O
M
A
│
│
驚
異
の
構
築
』（
二
〇
〇
八
／
邦
訳
＝
鹿
島
出
版
会
）を
難
波

和
彦
氏
と
と
も
に
翻
訳
上
梓
し
た
岩
元
真
明
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
的
な
視
座
と
現
代
社
会
に
対
す
る
批
評
性

を
も
っ
て
研
究
や
実
践
に
取
り
組
む
五
人
が
モ
デ
レ
ー
ト
す
る
、
世
代
を
超
え
た
深
い
議
論
を
期
待
し
た
。

　こ
れ
か
ら
の
建
築
・
都
市
を
考
え
る
た
め
の
議
論
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ

Y
‐
G
S
A
で
は
、
こ
の
一
〇
年
間
、
建
築
家
で
あ
る
山
本
理
顕
、
北
山
恒
、
飯
田
善
彦
、
小
嶋
一
浩
、

西
沢
立
衛
、
藤
原
徹
平
、
そ
し
て
乾
久
美
子
が
加
わ
り
、「
今
、
建
築
家
は
社
会
に
何
を
問
う
べ
き
か
。
建

築
の
主
題
は
何
か
」
を
テ
ー
マ
に
批
評
的
に
議
論
を
し
て
き
た
。
そ
の
議
論
は
、「
横
浜
建
築
都
市
学
」
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
と
の
対
話
や
Y
‐
G
S
A
で
の
ス
タ
ジ
オ
講
評
会
で
展
開
さ
れ
て
き
た
。
講

評
会
は
、
た
だ
学
生
へ
の
包
括
的
な
教
育
の
場
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
建
築
像
を
考
え

る
た
め
の
、
建
築
家
に
よ
る
開
か
れ
た
批
評
の
場
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
近
代
社
会
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の

概
念
か
ら
解
放
さ
れ
て
新
し
い
価
値
観
を
提
示
す
る
、
創
造
の
場
で
も
あ
る
。

今
回
の
レ
ク
チ
ャ
ー
の
企
画
を
通
じ
て
、
か
つ
て
私
が
編
集
者
と
し
て
関
わ
っ
た
建
築
雑
誌
『
S
D
』
の

「
海
外
建
築
情
報
」
で
の
若
い
建
築
家
に
よ
る
熱
い
議
論
を
思
い
出
す
。
あ
の
よ
う
な
若
手
建
築
家
に
よ
る

議
論
、
そ
し
て
世
代
を
超
え
た
議
論
の
場
を
ま
た
実
現
し
た
い
。
歴
史
を
遡
っ
た
批
評
の
先
に
建
築
や
都
市

の
「
未
来
」
が
あ
る
と
い
う
確
信
の
も
と
に
、
Y
‐
G
S
A
が
今
後
も
「
思
想
」
を
持
っ
た
建
築
批
評
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
、
社
会
に
お
い
て
重
要
な
役
割
と
意
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。
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は
じ
め
に

　小
嶋
一
浩
＋
寺
田
真
理
子   

3

目
次

ア
ン
リ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル  

12

H
enri Lefebvre

ふ
る
ま
い
の
生
産

﹇
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
﹈

　南
後
由
和

日
常
生
活
批
判
／
都
市
と
政
治
／
空
間
の
生
産
／
建
築
と
の
交
差
／
議
論

の
三
つ
の
軸

﹇
レ
ク
チ
ャ
ー
﹈

　塚
本
由
晴

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
と
の
出
会
い
／
リ
ズ
ム
分
析
を
東
京
に
あ
て
は
め
て
考
え

る
／
ビ
ヘ
イ
ビ
オ
ロ
ロ
ジ
ー
＝
ふ
る
ま
い
の
学
問
／
コ
モ
ナ
リ
テ
ィ
、
ス

キ
ル
、
リ
ズ
ム
／
ブ
ル
ー
ノ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
「
ア
ク
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
セ
オ
リ
ー
」

﹇
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
﹈
　塚
本
由
晴
×
藤
原
徹
平

二
項
対
立
を
無
効
化
す
る
遊
戯
性
／
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
で
は
な
く
「
コ

モ
ナ
リ
テ
ィ
」
／
コ
モ
ナ
リ
テ
ィ
ー
ズ
と
暴
力
性
、
政
治
性

コ
ー
リ
ン
・
ロ
ウ  

54

C
olin R

ow
e

処
方
箋
と
し
て
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
シ
テ
ィ

﹇
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
﹈

　市
川
紘
司

多
彩
な
る
経
歴
／
断
片
性
│
│
建
築
家
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え

つ
づ
け
る
理
論
／
『
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
と
近
代
建
築
』
／
器ブ
リ
コ
ル
ー
ル

用
人
に
よ
る
都

市
の
デ
ザ
イ
ン
│
│ 『
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
シ
テ
ィ
』
／
そ
の
現
在
性
│
│
歴

史
、
あ
る
い
は
あ
り
合
わ
せ
の
も
の
へ
と
向
か
う
想
像
力

﹇
レ
ク
チ
ャ
ー
﹈
　渡
辺
真
理

二
つ
の
「
透
明
性
」
／
理
想
的
ヴ
ィ
ラ
の
数
学
／
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
シ
テ
ィ

／
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
考
え
方
／
S
F
派
と
タ
ウ
ン
ス
ケ
ー
プ
派
／
オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト
と
し
て
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
／
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ

﹇
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
﹈
　渡
辺
真
理
×
北
山 

恒

各
国
の
理
解
／
文
化
と
は
身
体
的
体
験
で
あ
る
／
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
中
で
建
築
と
関
わ
る

9
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ケ
ネ
ス
・
フ
ラ
ン
プ
ト
ン  

92

K
enneth Fram

pton

批
判
的
地
域
主
義
と
建
築
の
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ

﹇
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
﹈
　市
川
紘
司

「
解
体
」
世
代
の
論
客
／
ポ
ス
ト
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
│
│
批
判
的
地

域
主
義
と
は
何
か
／
視
覚
の
拒
否
と
テ
ク
ト
ニ
ッ
ク
／
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

へ
の
抵
抗

﹇
レ
ク
チ
ャ
ー
﹈
　渡
辺
真
理

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
ル
対
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
／
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
ル
へ
の
反
動
／
建
築
家
な
し
の
建
築
／
ヴ
ァ
ナ

キ
ュ
ラ
ー
―
―
ラ
ポ
ポ
ー
ト
に
よ
る
分
類

﹇
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
﹈
　渡
辺
真
理
×
藤
原
徹
平

批
判
的
地
域
主
義
と
テ
ク
ト
ニ
ッ
ク
の
問
題
／
態
度
と
し
て
の
批
判
的
地

域
主
義
、
形
態
と
し
て
の
批
判
的
地
域
主
義
／
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
お
け

る
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
／
辺
境
と
し
て
の
マ
レ
ー
軸
／
欧
米
か
ら
見
た
日
本
、

ア
ジ
ア
か
ら
見
た
日
本

ア
ル
ド
・
ロ
ッ
シ  

128

A
ldo R

ossi

『
都
市
の
建
築
』と
新
し
い
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー

﹇
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
﹈
　山
道
拓
人

ロ
ッ
シ
が
生
き
た
時
代
背
景
／
都
市
で
あ
り
建
築
で
あ
る
「
都
市
的
創
成

物
」
／
時
代
を
超
え
た
定
数
と
し
て
の
「
類タ
イ
プ型

」
／
「
素
朴
機
能
主
義
批

判
」
／
「
類
型
」
か
ら
「
類
推
」
へ
／
作
品
を
通
し
て
理
解
す
る
／
ロ
ッ

シ
か
ら
学
ぶ

﹇
レ
ク
チ
ャ
ー
﹈
　長
谷
川 

豪

実
用
的
な
過
去
／
使
う
対
象
と
し
て
の
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
／「
ポ
ス
ト
史
観
」

か
ら
「
連
続
的
で
積
層
的
な
歴
史
観
」
へ
／〈
は
な
す
〉建
築
か
ら〈
か
た

る
〉建
築
へ
／proto-type-ology

﹇
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
﹈
　長
谷
川 

豪
×
北
山 

恒

タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
を
書
き
換
え
る
／
い
か
に
文
明
を
相
対
化
す
る
か
／
今
の

時
代
に
求
め
ら
れ
る
建
築
家
の
役
割

目
次

10
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お
わ
り
に

　北
山 

恒   

240

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー  

166

C
hristopher A

lexander

パ
タ
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
か
ら
学
ぶ
こ
と

﹇
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
﹈

　連 

勇
太
朗

「
ノ
ー
ト
」
　││
設
計
プ
ロ
セ
ス
の
外
部
化
／
「
都
市
は
ツ
リ
ー
で
は
な

い
」
　││
近
代
都
市
計
画
批
判
、
そ
し
て
自
己
批
判
／
パ
タ
ン
・
ラ
ン
ゲ

ー
ジ
の
誕
生
／
最
近
の
活
動
に
つ
い
て
／
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
、

ア
ー
キ
テ
ク
ト

﹇
レ
ク
チ
ャ
ー
﹈

　難
波
和
彦

「
ノ
ー
ト
」
の
自
己
批
判
と
し
て
の
「
ツ
リ
ー
」
／
「
構
造
」
は
人
間
の

内
に
あ
る
の
か
、
外
界
に
あ
る
か
／
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
認
識
図
式
と
環

境
の
関
係
／
パ
タ
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
と
現
実
と
の
齟
齬

﹇
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
﹈
　難
波
和
彦
×
北
山 

恒

パ
タ
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
は
崇
高
さ
に
到
達
で
き
る
か
／
パ
タ
ン
・
ラ
ン
ゲ

ー
ジ
の
教
育
的
価
値
／
レ
ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
の
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
／
ア
ー

キ
テ
ク
ト
の
生
成
力

レ
ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス  
200

R
em

 K
oolhaas

ダ
ッ
チ
モ
ダ
ン
か
ら
考
え
る

﹇
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
﹈

　岩
元
真
明

修
養
時
代（
一
九
六
八
‐
七
八
）
│
│
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
に
影
響
を
与
え

た
人
々
／
助
走
時
代（
一
九
七
九
‐
八
八
）
│
│
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム

と
の
対
決
／
制
作
時
代（
一
九
八
九
‐
九
八
）
│
│
コ
ン
ペ
意
欲
作
と

『S,M
,L,X

L

』
／
実
現
時
代（
一
九
九
九
‐
二
〇
〇
八
）
│
│
ア
イ
デ
ア
の

実
現
と
過
熱
す
る
都
市
研
究
／
近
年
の
コ
ー
ル
ハ
ー
ス（
二
〇
〇
九
‐
）

│
│
近
代
建
築
史
研
究
／
動
的
な
境
界
、
ダ
ッ
チ
モ
ダ
ン
、
田
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ド
園

　

﹇
レ
ク
チ
ャ
ー
﹈

　石
田
壽
一

動
的
な
境
界
／
機
能
主
義
批
判
／
オ
ラ
ン
ダ
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
／
フ

ァ
ン
・
エ
ー
ス
テ
レ
ン
に
よ
る
都
市
計
画
の
価
値
／
オ
ラ
ン
ダ
と
境
界

﹇
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
﹈
　石
田
壽
一
×
小
嶋
一
浩

境
界
を
乗
り
越
え
協
働
す
る
／
合
理
性
に
対
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
／
大
都
市

と
田
園
は
二
項
対
立
で
は
な
い
／
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
す
る
試
供
品
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アンリ・ルフェーヴル　　14

日
常
生
活
批
判

南
後
由
和		

ア
ン
リ
・
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
哲
学
者
で
、
一
九
〇
一
年
に
フ
ラ
ン

ス
南
西
の
農
村
部
に
生
ま
れ
て
一
九
九
一
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
ル

フ
ェ
ー
ヴ
ル
に
一
貫
し
て
い
た
問
題
意
識
は
、「
日
常
生
活
批
判
」
と
い
う
も
の
で
す
。
今
日
の

主
な
議
題
に
な
る
、
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
都
市
論
や
空
間
論
も
、
日
常
生
活
批

判
か
ら
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
都
市
論
や
空
間
論
の
時
代
背
景
を
示
す
象
徴

的
な
出
来
事
に
、
一
九
六
八
年
の
パ
リ
の
五
月
革
命
が
あ
り
ま
す
。
同
時
代
の
日
本
で
は
、
東
京

大
学
の
安
田
講
堂
の
占
拠
事
件
や
御
茶
ノ
水
の
日
本
大
学
・
明
治
大
学
界
隈
で
の
学
生
運
動
が
起

き
て
い
ま
し
た
。
事
前
に
北
山
恒
さ
ん
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
北
山
さ

ん
が
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
を
知
っ
た
の
は
、
横
浜
国
立
大
学
の
学
生
運
動
の
集
会
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

集
会
の
ビ
ラ
で
、
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
に
思
想
的
な
影
響
を
受
け
て
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
動
し

て
い
た
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス
ト
﹇
＊
1
﹈
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
シ
チ
ュ
ア
シ
オ
ニ
ス

ト
経
由
で
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
を
知
っ
た
と
い
う
お
話
が
印
象
的
で
し
た
。

私
の
ほ
う
か
ら
の
イ
ン
ト
ロ
と
し
て
は
、
ま
ず
日
常
生
活
批
判
、
そ
の
あ
と
六
〇
年
代
か
ら

イントロダクション

南後由和
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15　　イントロダクション　南後由和

七
〇
年
代
に
か
け
て
の
都
市
論
と
空
間
論
、
な
か
で
も
そ
れ
ら
の
集
大
成
で
あ
る
『
空
間
の
生

産
』（
一
九
七
四
／
邦
訳
＝
斎
藤
日
出
治
訳
、
青
木
書
店
、
二
〇
〇
〇
）﹇
図
1
﹈
に
つ
い
て
主
に
お
話

し
し
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
思
想
と
建
築
と
の
ク
ロ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も

言
及
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
日
常
生
活
批
判
に
関
し
て
、
図
2
を
見
て
く
だ
さ
い
。
左
に
「
経
済
」
や
「
国
家
」、

右
に
「
日
常
生
活
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
と
い
う
の
は
所
与
の
も
の
と
し
て
あ
る
の

で
は
な
く
て
、
国
家
の
官
僚
制
、
価
値
を
数
量
に
置
き
換
え
る
経
済
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
よ
っ
て

支
配
・
搾
取
さ
れ
て
い
く
。
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
は
、
幼
少
期
を
過
ご
し
た
農
村
部
が
都
市
化
に
よ
っ

て
変
貌
を
被
り
始
め
た
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
ま
し
た
。
農
村
部
の
共
同
体
に
は
、
日
常

生
活
の
営
み
の
反
復
を
通
し
て
培
わ
れ
る
「
ふ
る
ま
い
」
や
「
作
法
」
が
見
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
ら
も
変
容
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
例
え
ば
農
村
に
お

け
る
祭
り
は
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
合
わ
せ
て
行
な
わ
れ
、
人
々
の

抑
圧
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
解
放
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
農
村
で
の
日
常
生
活
の
リ
ズ
ム
や
多
様
性
が
、
近
代
の
資
本
主
義

に
よ
っ
て
、
時
計
時
間
の
よ
う
な
数
字
や
交
換
価
値
に
還
元
さ
れ
て
い

っ
て
し
ま
う
こ
と
に
批
判
意
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

図1：『空間の生産』

012-053_ルフェーヴル_校了.indd   15 2016/08/10   16:06



アンリ・ルフェーヴル　　28

﹇
レ
ク
チ
ャ
ー
﹈

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
と
の
出
会
い

塚
本
由
晴		

今
日
は
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
ア
ト
リ
エ
・
ワ
ン
で
や
っ
て
き
た
こ
と
と
、
ア
ン
リ
・
ル

フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
交
差
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。
二
〇
〇
一
年
に
都

市
を
観
察
し
た
書
籍
『
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ト
ー
キ
ョ
ー
』（
貝
島
桃
代
＋
黒
田
潤
三
＋
塚
本
由
晴
、

鹿
島
出
版
会
）と
『
ペ
ッ
ト
・
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
ー
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
東
京
工
業
大
学
建
築
学

科
塚
本
研
究
室
&
ア
ト
リ
エ
・
ワ
ン
、
ワ
ー
ル
ド
フ
ォ
ト
プ
レ
ス
）を
出
版
し
ま
し
た
。
西
洋
の

建
築
理
論
を
借
り
る
の
で
は
な
く
、
東
京
か
ら
建
築
理
論
を
起
こ
す
と
ど
う
な
る
の
か
を
考
え
た

か
っ
た
。
こ
の
二
冊
は
い
ろ
い
ろ
な
受
け
止
め
方
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
意
外
だ
っ
た
の
は
美
術
の

分
野
か
ら
の
ラ
ブ
コ
ー
ル
で
、
展
覧
会
に
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。「
展
覧
会
で
ペ

ッ
ト
建
築
を
つ
く
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
誰
か
が
使
う
わ
け
で
も
、
住

む
わ
け
で
も
な
い
展
示
物
と
し
て
建
築
を
つ
く
る
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
二
冊

が
対
象
と
し
て
い
た
の
は
、
普
通
の
人
々
が
つ
く
る
実
践
的
な
建
築
で
す
。
無
名
の
人
々
や
そ
の

場
所
の
条
件
が
た
ま
た
ま
つ
く
り
上
げ
た
も
の
の
面
白
さ
に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。

レクチャー＋ダイアローグ
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二
〇
〇
三
年
に
、
ア
メ
リ
カ
・
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
展
覧
会
「H

ow
 Latitudes B

ecom
e 

Form
s

」
に
参
加
し
た
と
き
に
、
ト
ル
コ
の
建
築
家
か
ら
ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
『
空
間
の
生
産
』
を

薦
め
ら
れ
て
、
東
京
に
戻
っ
て
読
み
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
う
ま
く
言
い
表

わ
し
て
い
る
な
と
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
作
品
か
製
品
か
と
い
う
区
別
を
議
論
す
る
と
こ
ろ

が
あ
る
の
で
す
が
、「
都
市
」
が
作
品
の
ほ
う
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

都
市
空
間
と
は
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
や
っ
て
き
た
、
い
ろ
ん
な
立
場
の
人
々
が
、
寄
っ
て
た

か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
う
ち
に
い
つ
の
ま
に
か
で
き
上
が
っ
た
も
の
、
背
景
の
異
な
る
多
様
な

配
慮
の
あ
い
だ
の
均
衡
が
維
持
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
れ
を
作
品
と
呼
ぶ
の
は
非
常
に
面
白

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
オ
ー
サ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
が
作
品
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
オ
ー

サ
ー
シ
ッ
プ
を
外
し
て
も
時
間
を
か
け
て
醸
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
作
品
と
見
な
せ
る
と
い
う

の
は
、
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
思
い
で
し
た
。

リ
ズ
ム
分
析
を
東
京
に
あ
て
は
め
て
考
え
る

ル
フ
ェ
ー
ヴ
ル
の
『
空
間
の
生
産
』
に
は
「
リ
ズ
ム
」
の
概
念
﹇
＊
2
﹈
が
出
て
き
ま
す
。
最
初

は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、《
ガ
エ
ハ
ウ
ス
》（
二
〇
〇
三
）を
建
て
た
と
き
に
、
こ
れ
こ
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コ
ー
リ
ン
・
ロ
ウ

C
olin R

ow
e

処
方
箋
と
し
て
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
シ
テ
ィ
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一
九
二
〇 

イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ザ
ラ
ム
に
生
ま
れ
る

一
九
三
九
‐
四
五 

リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
大
学
に
て
建
築
を
学
ぶ

一
九
四
八 

ロ
ン
ド
ン
大
学
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
グ
研
究
所
に
所
属

一
九
五
一
‐
五
二 

ア
メ
リ
カ
へ
移
住
し
、イ
ェ
ー
ル
大
学
で
学
ぶ

一
九
五
四
‐
五
六 

テ
キ
サ
ス
大
学
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
校
講
師
を
務
め
る

一
九
五
八
‐
五
二 

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
博
士
号
取
得
、同
大
学
で
講
師
を
務
め
る

一
九
六
二
‐
九
〇 

再
び
ア
メ
リ
カ
へ
渡
り
コ
ー
ネ
ル
大
学
で
教
鞭
を
と
る

一
九
七
六 

Th
e M

athem
atics of the Ideal V

illa and O
ther Essays 

（『
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
と
近
代
建
築
』伊
東
豊
雄
＋
松
永
安
光
訳
、彰
国
社
、一
九
八
一
）

一
九
七
八 

C
ollage C

ity

（
フ
レ
ッ
ド
・
コ
ッ
タ
ー
と
の
共
著
） 

（『
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
シ
テ
ィ
』渡
辺
真
理
訳
、S
D
選
書
、二
〇
〇
九
）

一
九
九
九 

ア
メ
リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
D.

C.

に
て
死
去

Colin Rowe◎建築史家、建築批評家
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コーリン・ロウ　　56

多
彩
な
る
経
歴

市
川
紘
司		

コ
ー
リ
ン
・
ロ
ウ
は
、
二
○
世
紀
後
半
の
建
築
・
都
市
論
を
リ
ー
ド
し
た
建
築
史
家
、

建
築
批
評
家
、
建
築
教
育
者
。
主
著
と
し
て
『
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
と
近
代
建
築
』（
一
九
七
六
／
邦

訳
＝
彰
国
社
、
一
九
八
一
）﹇
図
1
﹈
と
『
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
シ
テ
ィ
』（
一
九
七
八
／
邦
訳
＝
S
D
選

書
、
一
九
九
二
）﹇
図
2
﹈
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
は
イ
ギ
リ
ス
で
、
一
九
二
○
年
。
四
五
年
に
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
大
学
を
卒
業
し
、
四
八
年

に
は
ロ
ン
ド
ン
大
学
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
グ
研
究
所
に
所
属
し
て
「
イ
ニ
ゴ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
理
論

的
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
」
と
い
う
修
士
論
文
で
修
士
号
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
か
ら
イ

ギ
リ
ス
の
建
築
雑
誌
『A

rchitectural R
eview

』
に
理
論
的
な
論
文
を
発
表
し
て
い
ま
す
。
後

に
『
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
と
近
代
建
築
』
に
収
録
さ
れ
た
「
理
想
的
ヴ
ィ
ラ
の
数
学
」（
一
九
四
七
）や

「
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
と
近
代
建
築
」（
一
九
五
○
）な
ど
で
す
。

修
士
を
終
え
た
ロ
ウ
は
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
大
学
で
の
教
職
後
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
ま
す
。
ま
ず
イ

ェ
ー
ル
大
学
で
学
ぶ（
一
九
五
一
‐
五
二
）と
、
テ
キ
サ
ス
大
学（
一
九
五
四
‐
五
六
）と
コ
ー
ネ
ル

大
学（
一
九
五
六
‐
五
八
）で
教
職
を
歴
任
。
短
期
間
で
イ
ギ
リ
ス
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
を
東
、
西
、

イントロダクション

市川紘司
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57　　イントロダクション　市川紘司

東
と
せ
わ
し
な
く
移
動
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
や

ピ
ー
タ
ー
・
ア
イ
ゼ
ン
マ
ン
と
い
っ
た
二
○
世
紀
後
半
を
代
表
す
る
建
築
家
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
今
度
は
イ
ギ
リ
ス
に
戻
っ
て
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
教
え
た
時
期
を
挟
み
、
コ
ー
ネ

ル
大
学
の
教
授
に
落
ち
着
き
ま
す
。
こ
れ
が
一
九
六
二
年
。
よ
う
や
く
活
動
拠
点
を
定
め
た
ロ
ウ

は
、
上
記
二
冊
の
主
著
の
刊
行
や
、
ア
イ
ゼ
ン
マ
ン
や
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
イ
ヤ
ー
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
近
辺
で
活
動
す
る
建
築
家
グ
ル
ー
プ
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ァ
イ

ブ
」
の
理
論
的
支
援
者
と
し
て
の
役
割
も
担
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
九
○
年
に
教
職
を
引
退
。
一
九
九
九
年
に
ワ
シ
ン

ト
ン
D.

C.

で
没
し
ま
す
。

断
片
性
│
│
建
築
家
に

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
つ
づ
け
る
理
論

さ
て
、
以
上
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
、
ロ
ウ
に
つ
い
て
わ
か
る
こ

と
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、『
第
一
機
械
時
代
の
理
論
と
デ
ザ
イ
ン
』（
一
九
六
○
／
邦

図1：『マニエリスムと近
代建築』

図2：『コラージュ・シテ
ィ』
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コーリン・ロウ　　66

全
面
的
な
否
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
否
定
し
て
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
全
面
肯

定
す
る
だ
け
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
た
だ
別
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
構
想
す
る
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
す
。

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
と
パ
ッ
ラ
ー
デ
ィ
オ
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
歴
史
的
都
市
、
現
在
と
過
去
、
形

式
と
そ
の
文
脈
。
こ
の
よ
う
な
異
な
る
／
相
反
す
る
性
質
の
事
物
を
等
価
に
見
つ
め
、
ど
ち
ら
か

に
肩
入
れ
す
る
こ
と
な
く
両
者
を
と
り
あ
え
ず
許
容
し
、
そ
こ
か
ら
丁
寧
に
使
え
そ
う
な
断
片
だ

け
を
よ
り
分
け
、
組
み
立
て
る
。
そ
れ
が
ロ
ウ
の
基
本
的
な
態
度
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
、
ロ
ウ

の
態
度
そ
の
も
の
が
「
あ
り
合
わ
せ
の
も
の
」
か
ら
創
造
的
な
仕
事
を
す
る
ブ
リ
コ
ル
ー
ル
的
で

あ
る
わ
け
で
す
│
│
も
ち
ろ
ん
そ
の
研
究
や
分
析
の
方
法
は
高
度
に
専
門
的
な
も
の
で
す
が
。

あ
ら
ゆ
る
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
べ
き
多
元
主
義
の
世
界
、
都
市
に
建
築
的
ス
ト
ッ
ク
が
満
載

す
る
成
熟
し
た
現
在
の
都
市
社
会
に
お
い
て
、
ロ
ウ
の
こ
う
し
た
態
度
の
有
効
性
と
批
評
性
は
む

し
ろ
増
し
て
い
る
は
ず
で
す
。
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﹇
レ
ク
チ
ャ
ー
﹈

二
つ
の
「
透
明
性
」

渡
辺
真
理		

今
日
は
コ
ー
リ
ン
・
ロ
ウ
に
よ
る
二
冊
の
本
、『
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
と
近
代
建
築
』
と

『
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
シ
テ
ィ
』
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

ロ
ウ
は
、
一
九
二
〇
年
、
イ
ギ
リ
ス
生
ま
れ
の
建
築
史
家
で
、
一
九
九
九
年
に
亡
く
な
り
ま

し
た
。
都
市
計
画
家
で
あ
り
、
同
時
に
批
評
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。
彼
は
イ
ギ
リ
ス
で
教
育
を

受
け
、
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
テ
キ
サ
ス
大
学
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
校
で
教
鞭
を
と
っ
た
後
、
イ
ギ
リ
ス

に
戻
り
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
教
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
を
ま
た
い
で

仕
事
を
す
る
の
で
す
が
、
最
終
的
に
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
落
ち
着
き
、
そ
こ
で
建

築
教
育
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

『
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
と
近
代
建
築
』
は
一
九
七
六
年
に
、『
コ
ラ
ー
ジ
ュ
・
シ
テ
ィ
』
は
一
九
七

八
年
に
、
そ
れ
ぞ
れ
原
著
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
平
面
図
を
見
て
な
ぜ
こ
の
ア
イ
デ
ア

が
閃
く
の
か
。
異
な
る
建
築
物
の
平
面
図
の
比
較
の
妙
、
建
築
に
つ
い
て
の
ロ
ウ
の
冴
え
は
一

言
で
言
う
と
そ
う
い
う
こ
と
で
、「
形
態
分
析
」
と
呼
ば
れ
る
彼
独
自
の
方
法
論
を
確
立
し
て

レクチャー＋ダイアローグ

渡辺真理×北山  恒
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